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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第３四半期連結
累計期間

第86期
第３四半期連結
累計期間

第85期
第３四半期連結
会計期間

第86期
第３四半期連結
会計期間

第85期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

売上高（百万円） 820,265 960,610 303,738 318,8291,148,198

経常利益（百万円） 40,404 169,683 31,158 57,243 87,207

四半期（当期）純利益または　　純

損失（△）（百万円）
△4,796 109,442 17,416 35,077 19,985

純資産額（百万円） － － 766,600 843,511 808,312

総資産額（百万円） － － 1,761,9591,752,4191,781,875

１株当たり純資産額（円） － － 612.56 677.66 646.53

１株当たり四半期（当期）純利益

金額または純損失金額（△）

（円）

△4.11 93.74 14.92 30.04 17.12

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）　
－ 86.93 14.90 27.85 17.04

自己資本比率（％） － － 40.59 45.15 42.36

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
98,038 211,548 － － 180,683

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△94,068 △80,672 － － △115,563

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,899 △93,842 － － △30,092

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 61,424 130,716 95,869

従業員数（人） － － 47,902 50,286 47,618

　注　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　第85期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び関係会社（以下、当社グループという）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

（１）　連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 50,286(5,012)

　注　従業員数は就業人員であり、臨時従業員については（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

（２）　提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 6,339    

　注　従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）　生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

ガラス 103,083 15.5

電子・ディスプレイ 117,381 1.2

化学 60,808 6.8

その他 5,191 5.9

合計 286,464 7.3

　注　１　金額は、平均販売価格（消費税等抜）により算出したものであります。

２　連結会社間の取引が複雑で、事業の種類別セグメント毎の生産高を正確に把握することは困難なため、概算値で

表示しております。

（２）　受注状況

　当社グループでは、受注生産を行っている製品はほとんどありません。

（３）　販売実績

　販売実績については、「４　財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のとおりでありま

す。

　

２【事業等のリスク】

　前事業年度の有価証券報告書に記載した当社グループの事業等のリスクについて、当第３四半期連結会計期間に重

要な変更があった事項は以下の通りです。また、文中の将来に関する事項は、四半期報告書提出日現在において当社グ

ループが判断したものです。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクは発生しておりません。 

 

(10)訴訟

　AGCフラットガラス・ヨーロッパ社（現AGCガラス・ヨーロッパ社）及び親会社である当社は、欧州委員会より、欧

州における板ガラスのカルテルに関し課徴金の支払い命令を受け、平成20年に支払いに応じました。これに関連し、

米国及びカナダにて、当社グループの複数の子会社（カナダは当社を含む）に対し、建築用板ガラスに関するカルテ

ル 行為により損害を受けたとして民事訴訟（集団訴訟）が提起されていますが、現時点では、本件による当社グ

ループの業績及び財務状況への影響は軽微と見込まれます。その他、当社グループは、国内及び海外事業に関連して、

訴訟等の対象となるリスクがあり、現在、当事者となっている訴訟等もあります。これらの訴訟等において、当社グ

ループにとって不利な結果が生じた場合には、当社グループの業績及び財務状況に大きな影響を及ぼす可能性があ

ります。

 

EDINET提出書類

旭硝子株式会社(E01122)

四半期報告書

 4/61



３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）　経営成績

　当第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）における当社グループを取り巻く世界

の経済環境は引き続き厳しい状況にあるものの、各国の景気刺激策の効果もあり、景気は緩やかに回復しています。た

だし、信用収縮や高い失業率の継続により、景気の回復が鈍る懸念があります。 

　各地域を概観しますと、日本においては、景気は持ち直しているものの、輸出の伸びが鈍化しています。中国をはじめ

としたアジア諸国では、景気拡大が続いています。アメリカにおいては、緩やかに持ち直していた景気に減速感がみら

れます。欧州では、景気の下げ止まりから持ち直しの動きがみられます。

　以上の結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は、前第３四半期連結会計期間比151億円（5.0％）

増の3,188億円、営業利益は同231億円（72.4％）増の549億円、経常利益は同261億円（83.7％）増の572億円、四半期

純利益は同177億円（101.4％）増の351億円となりました。

　

　当第３四半期連結会計期間における事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりです。 

①　ガラス事業

板ガラスは、建築用ガラス、太陽電池用ガラスいずれも需要が回復し、出荷は堅調に推移しましたが、為替レートが

円高になったため、前年同期と比べ小幅な増収にとどまりました。 

　自動車ガラスは、各国の需要喚起策の効果もあり、出荷は引き続き堅調に推移し、前年同期と比べ増収となりました。

以上の結果から、当第３四半期連結会計期間のガラス事業の売上高は前第３四半期連結会計期間比56億円

（4.2％）増の1,408億円、営業利益は同129億円増の61億円となりました。

②　電子・ディスプレイ事業

　ディスプレイについては、前年第１四半期から回復・増加を続けてきたＦＰＤ用ガラス基板の出荷も、当第３四半期

はパネルメーカーの稼働調整を受けたため、売上高は前年同期とほぼ同水準となりました。 

　電子部材は、光学部品および半導体関連部材の出荷を中心に回復基調を維持し、前年同期と比べ増収となりました。

以上の結果から、当第３四半期連結会計期間の電子・ディスプレイ事業の売上高は前第３四半期連結会計期間比27

億円（2.7％）増の1,052億円、営業利益は同42億円（10.8％）増の433億円となりました。

③　化学事業

　クロールアルカリ・ウレタンでは、日本およびアジアのいずれの地域においても、苛性ソーダ、塩ビ関連製品の出荷

は堅調に推移し、前年同期と比べ増収となりました。 

　フッ素化学・スペシャリティでは、撥水撥油剤やフッ素樹脂を中心とした出荷が堅調に推移し、前年同期と比べ増収

となりました。

以上の結果から、当第３四半期連結会計期間の化学事業の売上高は前第３四半期連結会計期間比56億円（9.3％）

増の658億円、営業利益は同56億円増の47億円となりました。 

④　その他の事業

セラミックスは、ガラスエンジニアリング分野、環境エネルギー分野ともに需要は回復基調にあり、前年同期と比べ

増収となりました。

以上の結果から、当第３四半期連結会計期間のその他の事業の売上高は前第３四半期連結会計期間比24億円

（14.0％）増の192億円、営業利益は同２億円（43.1％）増の８億円となりました。
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なお、事業セグメント別の主要な事業内容は以下のとおりです。

事業セグメント 製品区分 主要製品等

 ガラス事業

 板ガラス

フロート板ガラス、型板ガラス、網入り磨板ガラス、熱線吸収ガラス、

熱線反射ガラス、建築用加工ガラス（複層ガラス、防犯ガラス、

防火ガラス等）、産業用加工ガラス、太陽電池用ガラス等

 自動車ガラス
自動車用フロート板ガラス、自動車用強化ガラス、

自動車用合わせガラス等

 その他ガラス 照明用製品、工業用製品等

 電子・

 ディスプレイ事業 

 ディスプレイ 液晶用ガラス基板、ＰＤＰ用ガラス基板等

 電子部材

ディスプレイ用光学フィルター、光学薄膜製品、

オプトエレクトロニクス用部材、液晶バックライト用ガラス管、

合成石英製品、ガラスフリット・ペースト、半導体製造装置用部材等

 化学事業 

 クロールアルカリ・

 ウレタン
塩化ビニールモノマー、苛性ソーダ、ウレタン原料、ガス、溶剤等

 フッ素化学・

 スペシャリティ
フッ素樹脂、撥水撥油剤、電池材料、ヨウ素製品等

 その他の事業 
セラミックス製品等

物流・金融等のサービス 

 

当第３四半期連結会計期間における所在地別セグメントの業績は、以下のとおりです。

①　日本

当第３四半期連結会計期間の売上高は前第３四半期連結会計期間比228億円（13.4％）増の1,931億円、営業利益は

同187億円（146.5％）増の314億円となりました。

②　アジア

当第３四半期連結会計期間の売上高は前第３四半期連結会計期間比58億円（5.1％）増の1,196億円、営業利益は同

１億円（0.5％）減の226億円となりました。

③　アメリカ

当第３四半期連結会計期間の売上高は前第３四半期連結会計期間比８億円（4.2％）増の204億円、営業損益は14億

円改善し19億円の損失となりました。

④　ヨーロッパ

当第３四半期連結会計期間の売上高は前第３四半期連結会計期間比22億円（3.7％）減の573億円、営業利益は同41

億円増の30億円となりました。　

　

なお、所在地別セグメントの業績の概要については、事業の種類別セグメントの業績中に関連付けて記載しており

ます。 

　

（２）　財政状態

①　総資産

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比295億円減の17,524億円となりました。これは主に、譲

渡性預金（有価証券）が増加したものの、有形固定資産の減少や上場株式の株価下落に伴い投資有価証券が減少した

ことによるものです。

②　負債

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末比647億円減の9,089億円となりました。これは主に、未払

法人税等が増加したものの、借入金の返済により有利子負債が減少したことによるものです。 

③　純資産

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比352億円増の8,435億円となりました。これは主に、上

場株式の株価下落に伴うその他有価証券評価差額金の減少や円高による為替換算調整勘定の減少があったものの、四

半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるものです。
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（３）　キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間におけるフリー・キャッシュ・フロー（営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フ

ローの合計）は、税金等調整前四半期純利益を計上したことなどにより437億円の収入となりました。一方、配当金の

支払いなどにより財務活動によるキャッシュ・フローは支出となったものの、当第３四半期連結会計期間の現金及び

現金同等物（以下「資金」という）の残高は、第２四半期連結会計期間末より213億円（19.5％）増加し、1,307億円

となりました。

　①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　当第３四半期連結会計期間における営業活動により得られた資金は、前第３四半期連結会計期間比76億円　

　　（11.7％）増の729億円となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益を計上したことによるものです。

　②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　当第３四半期連結会計期間における投資活動により使用した資金は、前第３四半期連結会計期間比89億円

　　（44.1％）増の292億円となりました。これは、重要な戦略投資及び維持更新を中心とした設備投資を実施したこ

     となどによるものです。　

　③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当第３四半期連結会計期間における財務活動により使用した資金は、前第３四半期連結会計期間比545億円

　　（70.6％）減の227億円となりました。これは、主に長期借入金の返済による支出の減少などによるものです。  

　

（４）　対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。また、当第

３四半期連結会計期間において新たな課題も発生しておりません。

　

（５）　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費は、10,410百万円であります。なお、当第３四半

期連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】

（１）　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。

 

（２）　設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,000,000,000

計 2,000,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,186,705,9051,186,705,905

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる

株式であります。また、

単元株式数は1,000株で

あります。

計 1,186,705,9051,186,705,905－ －
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（２）【新株予約権等の状況】

　イ　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　第４回新株予約権

株主総会の特別決議日（平成17年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個）  577

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
577,000 

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により発行（移転）する

株式１株につき1,226円（注３）

新株予約権の行使期間
平成19年６月１日～

平成23年５月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,226

資本組入額  　613

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　注　１  普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　平成17年６月１日以降、当社が普通株式の分割または併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的たる株

式の数を分割または併合の比率に応じ、比例的に調整する。

３　平成17年６月１日以降、当社が普通株式の分割または併合を行う場合は、新株予約権の行使により発行または移

転する株式１株当たりの払込金額（以下、払込価額という）を、分割または併合の比率に応じ比例的に調整し、

調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

また、平成17年６月１日以降、当社が普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を

行う場合は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

ただし、新株の発行または自己株式の処分が新株予約権の行使、第５回無担保転換社債の転換の請求、「商法等

の一部を改正する等の法律」（平成13年法律第79号）施行前の商法第210条ノ２に定める株式の譲渡の請求に

従って行われる場合は、払込価額の調整は行わない。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数＋新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式にかか

る自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、対象者という）は、当社または当社関係会社の取締役、執行役員、従

業員の地位を失った後も、本総会決議及び取締役会決議に基づき当社と対象者との間で締結する新株予約

権割当契約（以下、割当契約という）に定めるところにより、権利を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が権利を行使することができる。

(4) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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②　第５回新株予約権

株主総会の特別決議日（平成18年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個）  620

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
 620,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により発行（移転）する

株式１株につき1,757円（注３）

新株予約権の行使期間
平成20年６月１日～

平成24年５月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,757

資本組入額  　879

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　注　１  普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　平成18年４月28日以降、当社が普通株式の分割または併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的たる株

式の数を分割または併合の比率に応じ、比例的に調整する。

３　平成18年４月28日以降、当社が普通株式の分割または併合を行う場合は、新株予約権の行使により発行または移

転する株式１株当たりの払込金額（以下、払込価額という）を、分割または併合の比率に応じ比例的に調整し、

調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

また、平成18年４月28日以降、当社が普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を

行う場合は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

ただし、新株の発行または自己株式の処分が新株予約権の行使、第５回無担保転換社債の転換の請求、「商法等

の一部を改正する等の法律」（平成13年法律第79号）施行前の商法第210条ノ２に定める株式の譲渡の請求に

従って行われる場合は、払込価額の調整は行わない。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数＋新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式にかか

る自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、対象者という）は、当社または当社関係会社の取締役、執行役員、従

業員の地位を失った後も、本総会決議及び取締役会決議に基づき当社と対象者との間で締結する新株予約

権割当契約（以下、割当契約という）に定めるところにより、権利を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が権利を行使することができる。

(4) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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③　第６回新株予約権

株主総会の特別決議日（平成18年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個）  15

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
15,000 

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により発行（移転）する

株式１株につき1,779円（注３）

新株予約権の行使期間
平成20年６月１日～

平成24年５月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,779

資本組入額  　890

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単元

株式数は1,000株である。

２　平成18年６月１日以降、当社が普通株式の分割または併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的たる株

式の数を分割または併合の比率に応じ、比例的に調整する。

３　平成18年６月１日以降、当社が普通株式の分割または併合を行う場合は、新株予約権の行使により発行または移

転する株式１株当たりの払込金額（以下、払込価額という）を、分割または併合の比率に応じ比例的に調整し、

調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

また、平成18年６月１日以降、当社が普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を

行う場合は、次の算式により払込価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

ただし、新株の発行または自己株式の処分が新株予約権の行使、第５回無担保転換社債の転換の請求、「商法等

の一部を改正する等の法律」（平成13年法律第79号）施行前の商法第210条ノ２に定める株式の譲渡の請求に

従って行われる場合は、払込価額の調整は行わない。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数×１株当たり払込金額

調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数＋新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式にかか

る自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、対象者という）は、当社または当社関係会社の取締役、執行役員、従

業員の地位を失った後も、本総会決議及び取締役会決議に基づき当社と対象者との間で締結する新株予約

権割当契約（以下、割当契約という）に定めるところにより、権利を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が権利を行使することができる。

(4) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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　ロ　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①  旭硝子株式会社2007年７月発行新株予約権（株式報酬型ストックオプション）

取締役会の決議日（平成19年６月13日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 258

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
258,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき１円 

新株予約権の行使期間
平成19年７月３日～

平成49年７月２日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

1,447

724

新株予約権の行使の条件  （注３）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注４）

　注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単元

株式数は1,000株である。

２　平成19年７月２日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以

下、「付与株式数」という。）を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割・併合の比率

３　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位

をも喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10年間に限り（ただし、上記「新株予約

権の行使期間」の期間内とする。）、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契

約」という。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

(3) 上記(2)に拘わらず、対象者は、以下の①、②又は③に定める場合（ただし、②については、対象者に再編対

象会社の新株予約権が交付される場合を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り（ただし、上記「新

株予約権の行使期間」の期間内とする。）、割当契約の定めるところにより、新株予約権を行使することが

できる。

①対象者が平成44年７月２日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成44年７月３日から平成49年７月２日

②当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移

転計画承認の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社取締役会

の決定がなされた場合）

当該承認日の翌日から15日間

③対象者が、自己の都合により当社の取締役及び執行役員のいずれの地位をも喪失した場合（ただし、就

労不能障害により地位を喪失した場合を除く。）

権利行使開始日から１年間

(4) 対象者が死亡した場合は、割当契約の定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

(5) 対象者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとする。

(6) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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　注　４　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

(ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

(ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、再編後払込金額に上記(ⅲ)に従って

決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。なお、

再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象

会社の株式１株当たり１円とする。

(ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

(ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

(ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

(ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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②　旭硝子株式会社2007年７月発行新株予約権（通常型ストックオプション）

株主総会の特別決議日（平成19年３月29日）

 
第３四半期会計期間末現在 
（平成22年９月30日） 

新株予約権の数（個） 55

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
55,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき1,732円（注３）

新株予約権の行使期間
平成21年７月２日～

平成25年７月１日　　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

2,072

1,036

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注５）

　注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単元

株式数は1,000株である。

２　平成19年７月２日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以

下、「付与株式数」という。）を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割・併合の比率

３　平成19年７月２日以降、次の(ⅰ)又は(ⅱ)の事由が生じる場合、新株予約権を行使することにより交付を受ける

ことができる株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価額」という。）は、それぞれ次に定める方法により、

調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

(ⅰ)当社普通株式につき分割又は併合が行われる場合

行使価額を、分割又は併合の比率に応じ比例的に調整する。

(ⅱ)当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分をする場合（当該新株の発行又

は自己株式の処分が新株予約権の行使、第５回無担保転換社債の転換の請求、「商法等の一部を改正する

等の法律」（平成13年法律第79号）施行前の商法第210条ノ２に定める株式の譲渡の請求に従って行われ

る場合を除く。）

行使価額を次の算式により調整する。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社又は当社関係会社の取締役、執行役員、

従業員の地位を失った後も、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契約」と

いう。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

(4) 対象者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとする。

(5) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。

EDINET提出書類

旭硝子株式会社(E01122)

四半期報告書

15/61



　注  ５　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

(ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

(ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記(ⅲ)に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金

額とする。

(ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

(ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

(ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

(ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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③  旭硝子株式会社平成20年７月発行新株予約権（株式報酬型ストックオプション）

取締役会の決議日（平成20年６月11日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 265

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
265,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき１円 

新株予約権の行使期間
平成20年７月２日～

平成50年７月１日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

1,007

504

新株予約権の行使の条件  （注３）

新株予約権の譲渡に関する事項   新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注４）

　注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単元

株式数は1,000株である。

２　平成20年７月１日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以

下、「付与株式数」という。）を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　株式分割（又は株式併合）の比率

３　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位

をも喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10年間に限り（ただし、上記「新株予約

権の行使期間」の期間内とする。）、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契

約」という。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

(3) 上記(2)に拘わらず、対象者は、以下の①、②又は③に定める場合（ただし、②については、対象者に再編対

象会社の新株予約権が交付される場合を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り（ただし、上記「新

株予約権の行使期間」の期間内とする。）、割当契約の定めるところにより、新株予約権を行使することが

できる。

①対象者が平成45年７月１日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成45年７月２日から平成50年７月１日

②当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移

転計画承認の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社取締役会

の決定がなされた場合）

当該承認日の翌日から15日間

③対象者が、自己の都合により当社の取締役及び執行役員のいずれの地位をも喪失した場合（ただし、就

労不能障害により地位を喪失した場合を除く。）

権利行使開始日から１年間

(4) 対象者が死亡した場合は、割当契約の定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができ　

る。

(5) 対象者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとする。

(6) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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　注　４　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

(ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

(ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、再編後払込金額に上記(ⅲ)に従って

決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。なお、

再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象

会社の株式１株当たり１円とする。

(ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

(ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

(ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

(ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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④　旭硝子株式会社平成20年７月発行新株予約権（通常型ストックオプション）

株主総会の特別決議日（平成20年３月28日）

 
第３四半期会計期間末現在 
（平成22年９月30日） 

新株予約権の数（個） 65

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
65,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき1,391円（注３）

新株予約権の行使期間
平成22年７月１日～

平成26年６月30日　　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

1,612

806

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項   新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注５）

　注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単元

株式数は1,000株である。

２　平成20年７月１日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、次の算式により新株予約権１個当たりの目的であ

る株式の数（以下、「付与株式数」という。）を調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 株式分割（又は株式併合）の比率

３　平成20年７月１日以降、次の（ⅰ）又は（ii）の事由が生じる場合、新株予約権を行使することにより交付を受

けることができる株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価額」という。）は、それぞれ次に定める方法によ

り、調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

（ⅰ）当社普通株式につき株式分割又は株式併合が行われる場合

行使価額を次の算式により調整する。  

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１　

株式分割（又は株式併合）の比率

（ii）当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分を行う場合（当該新株の発行又

は自己株式の処分が新株予約権の行使により行われる場合を除く。）

行使価額を次の算式により調整する。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社又は当社関係会社の取締役、執行役員、

従業員の地位を失った後も、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契約」と

いう。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

(4) 対象者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとする。

(5) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。

EDINET提出書類

旭硝子株式会社(E01122)

四半期報告書

19/61



　注  ５　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

(ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

(ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記(ⅲ)に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金

額とする。

(ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

(ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

(ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

(ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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⑤　旭硝子株式会社平成21年７月発行新株予約権（株式報酬型ストックオプション）

取締役会の決議日（平成21年６月10日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 647

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
647,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき１円

新株予約権の行使期間
　平成21年７月２日～

平成51年７月１日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　488

資本組入額  244

新株予約権の行使の条件 （注３）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注４）

注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　平成21年７月１日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以

下、「付与株式数」という。）を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　株式分割（又は株式併合）の比率

３　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

 (2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位

をも喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10年間に限り（ただし、上記「新株予約

権の行使期間」の期間内とする。）、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契

約」という。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

 (3) 上記(2)に拘わらず、対象者は、以下の①、②又は③に定める場合（ただし、②については、対象者に再編対

象会社の新株予約権が交付される場合を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り（ただし、上記「新

株予約権の行使期間」の期間内とする。）、割当契約の定めるところにより、新株予約権を行使することが

できる。

①対象者が平成46年７月１日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成46年７月２日から平成51年７月１日

②当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移

転計画承認の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社取締役会

の決定がなされた場合）

当該承認日の翌日から15日間

③対象者が、自己の都合により当社の取締役及び執行役員のいずれの地位をも喪失した場合（ただし、就

労不能障害により地位を喪失した場合を除く。）

権利行使開始日から１年間

 (4) 対象者が死亡した場合は、割当契約の定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

 (5) 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとす

る。

 (6) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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　注　４　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

 (ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

 (ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

 (ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

 (ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、再編後払込金額に上記(ⅲ)に従って

決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。なお、

再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象

会社の株式１株当たり１円とする。

 (ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

 (ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

 (ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

 (ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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⑥　旭硝子株式会社平成21年７月発行新株予約権（通常型ストックオプション）

株主総会の特別決議日（平成21年３月27日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 75　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
75,000　

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）　

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき776円（注３）　

新株予約権の行使期間
　平成23年７月１日～

平成27年６月30日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　977

資本組入額　489　

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注５）

注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　平成21年７月１日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、次の算式により新株予約権１個当たりの目的であ

る株式の数（以下、「付与株式数」という。）を調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 株式分割（又は株式併合）の比率

３　平成21年７月１日以降、次の（ⅰ）又は（ii）の事由が生じる場合、新株予約権を行使することにより交付を受

けることができる株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価額」という。）は、それぞれ次に定める方法によ

り、調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

（ⅰ）当社普通株式につき株式分割又は株式併合が行われる場合

行使価額を次の算式により調整する。   

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１　

株式分割（又は株式併合）の比率

（ii）当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分を行う場合（当該新株の発行又

は自己株式の処分が新株予約権の行使により行われる場合を除く。）

行使価額を次の算式により調整する。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社又は当社関係会社の取締役、執行役員、

従業員の地位を失った後も、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契約」と

いう。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

(4) 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとす

る。

(5) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。

EDINET提出書類

旭硝子株式会社(E01122)

四半期報告書

23/61



注　５　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

(ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

(ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記(ⅲ)に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金

額とする。

(ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

(ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

(ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

(ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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⑦　旭硝子株式会社平成22年７月発行新株予約権（株式報酬型ストックオプション）

取締役会の決議日（平成22年６月９日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 432

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
432,000

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき１円

新株予約権の行使期間
　平成22年７月２日～

平成52年７月１日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 621

資本組入額   311

新株予約権の行使の条件 （注３）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注４）

注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　平成22年７月１日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以

下、「付与株式数」という。）を次の算式により調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　株式分割（又は株式併合）の比率

３　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

 (2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位

をも喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）から10年間に限り（ただし、上記「新株予約

権の行使期間」の期間内とする。）、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契

約」という。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

 (3) 上記(2)に拘わらず、対象者は、以下の①、②又は③に定める場合（ただし、②については、対象者に再編対

象会社の新株予約権が交付される場合を除く。）には、それぞれに定める期間内に限り（ただし、上記「新

株予約権の行使期間」の期間内とする。）、割当契約の定めるところにより、新株予約権を行使することが

できる。

①対象者が平成47年７月１日に至るまでに権利行使開始日を迎えなかった場合

平成47年７月２日から平成52年７月１日まで

②当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移

転計画承認の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要な場合は、当社取締役会

の決定がなされた場合）

当該承認日の翌日から15日間

③対象者が、自己の都合により当社の取締役及び執行役員のいずれの地位をも喪失した場合（ただし、就

労不能障害により地位を喪失した場合を除く。）

権利行使開始日から１年間

 (4) 対象者が死亡した場合は、割当契約の定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

 (5) 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとす

る。

 (6) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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　注　４　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

 (ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

 (ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

 (ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

 (ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、再編後払込金額に上記(ⅲ)に従って

決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。なお、

再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象

会社の株式１株当たり１円とする。

 (ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

 (ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

 (ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

 (ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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⑧　旭硝子株式会社平成22年９月発行新株予約権（通常型ストックオプション）

株主総会の特別決議日（平成22年３月30日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 205　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株）
205,000　

（新株予約権１個につき1,000株）（注２）　

新株予約権の行使時の払込金額
行使により交付を受けることができる

株式１株につき862円（注３）　

新株予約権の行使期間
　平成25年９月１日～

平成31年８月31日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 1,102

資本組入額　 551　

新株予約権の行使の条件 （注４）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注５）

注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　平成22年９月１日以降、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。以下、株

式分割の記載につき同じ。）又は株式併合を行う場合には、次の算式により新株予約権１個当たりの目的であ

る株式の数（以下、「付与株式数」という。）を調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 株式分割（又は株式併合）の比率

３　平成22年９月１日以降、次の（ⅰ）又は（ii）の事由が生じる場合、新株予約権を行使することにより交付を受

けることができる株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価額」という。）は、それぞれ次に定める方法によ

り、調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

（ⅰ）当社普通株式につき株式分割又は株式併合が行われる場合

行使価額を次の算式により調整する。   

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１　

株式分割（又は株式併合）の比率

（ii）当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行又は自己株式の処分を行う場合（当該新株の発行又

は自己株式の処分が新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の行使又は当社による新

株予約権付社債の取得と引換えにより行われる場合を除く。）

行使価額を次の算式により調整する。

    
既発行株式数 ＋

新規発行（処分）株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行（処分）前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行（処分）株式数

なお、上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式数から当社の保有する普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とする。

４　(1) 各新株予約権の一部行使はできない。

(2) 新株予約権の割当を受けた者（以下、「対象者」という。）は、当社又は当社関係会社の取締役、執行役員、

従業員の地位を失った後も、当社と対象者との間で締結する新株予約権割当契約（以下、「割当契約」と

いう。）に定めるところにより、新株予約権を行使することができる。

(3) 対象者が死亡した場合は、割当契約に定めるところにより、相続人が新株予約権を行使することができる。

(4) 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、かかる新株予約権を行使することができないものとす

る。

(5) その他、新株予約権の行使の条件は、割当契約に定めるところによる。
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注　５　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総

称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の直前において残存す

る新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会

社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において

定めることを条件とする。

(ⅰ) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(ⅱ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(ⅲ) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて決定する。

(ⅳ) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記(ⅲ)に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金

額とする。

(ⅴ) 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行

為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとする。

(ⅵ) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて決定す

る。

(ⅶ) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

(ⅷ) 新株予約権の取得事由及び条件

残存新株予約権の取得事由及び条件に準じて決定する。

なお、残存新株予約権の取得事由及び条件は次のとおり。

当社が消滅会社となる合併契約が株主総会で承認された場合、当社が分割会社となる分割契約若しくは

分割計画が株主総会で承認された場合、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計

画が株主総会で承認された場合には、当社は、取締役会が別途定める日に、無償で新株予約権を取得する

ことができる。
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　ハ　会社法に基づき発行した新株予約権付社債は、次のとおりであります。

①　旭硝子株式会社2012年満期ユーロ円建取得条項付転換社債型新株予約権付社債

取締役会の決議日（平成21年11月25日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 10,000　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株） 44,563,279（注２）　

新株予約権の行使時の払込金額 1,122円（注３）　

新株予約権の行使期間
平成21年12月28日～

平成24年10月31日（注４）

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

              発行価格　　1,122

              資本組入額　  561　

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできない。

新株予約権の譲渡に関する事項
　本新株予約権は、転換社債型新株予約権付社債に付され

たものであり、本社債からの分離譲渡はできない。

代用払込みに関する事項

　各本新株予約権の行使に際しては、当該本新株予約権に

係る本社債を出資するものとし、当該本社債の価額は、そ

の額面金額と同額とする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注５）

新株予約権付社債の残高　 50,000百万円　

注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　本新株予約権の行使により当社が当社普通株式を交付する数は、行使請求に係る本社債の額面金額の総額を下

記３(２)記載の転換価額で除した数とする。ただし、行使により生じる１株未満の端数は切り捨て、現金による

調整は行わない。

３　(1) 各本新株予約権の行使に際しては、当該本新株予約権に係る本社債を出資するものとし、当該本社債の価額

は、その額面金額と同額とする。

(2) 転換価額は、当初、1,122円とする。

(3) 転換価額は、本新株予約権付社債の発行後、当社が当社普通株式の時価を下回る払込金額で当社普通株式

を発行し又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合、下記の算式により調整される。なお、下記の算

式において、「既発行株式数」は当社の発行済普通株式（当社が保有するものを除く。）の総数をいう。

    
既発行株式数 ＋

発行又は処分株式数 × １株当たりの払込金額

調整後転換価額 ＝ 調整前転換価額 ×
時価

既発行株式数＋発行又は処分株式数

また、転換価額は、当社普通株式の分割又は併合、一定の剰余金の配当、当社普通株式の時価を下回る価額

をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付されるものを含む。）の発

行が行われる場合その他一定の事由が生じた場合にも適宜調整される。

４　ただし、①本社債の繰上償還の場合は、償還日の東京における３営業日前の日まで（ただし、繰上償還を受けな

いことが選択された本社債に係る本新株予約権を除く。）、②本社債の買入消却がなされる場合は、本社債が消

却される時まで、また③本社債の期限の利益の喪失の場合は、期限の利益の喪失時までとする。上記いずれの場

合も、平成24年10月31日（行使請求受付場所現地時間）より後に本新株予約権を行使することはできない。

上記にかかわらず、本新株予約権付社債の発行要項に定める当社による本新株予約権付社債の取得の場合、取

得日の14日前の日から取得日までの間は本新株予約権を行使することはできない。また、当社の組織再編等を

行うために必要であると当社が合理的に判断した場合、組織再編等の効力発生日の翌日から起算して14日以内

に終了する30日以内の当社が指定する期間中、本新株予約権を行使することはできない。
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また、上記にかかわらず、本新株予約権の行使の効力が発生する日本における暦日（又は当該暦日が東京にお

ける営業日でない場合、その東京における翌営業日）が、当社の定める基準日又は社債、株式等の振替に関する

法律第151条第１項に関連して株主を確定するために定められたその他の日（以下、当社の定める基準日と併

せて「株主確定日」と総称する。）の東京における２営業日前の日（又は当該株主確定日が東京における営業

日でない場合、その東京における３営業日前の日）（同日を含む。）から当該株主確定日（又は当該株主確定

日が東京における営業日でない場合、その東京における翌営業日）（同日を含む。）までの期間に当たる場合、

本新株予約権を行使することはできない。

５　(1) 組織再編等が生じた場合、当社は、承継会社等（以下に定義する。）をして、本新株予約権付社債の発行要項

に従って、本新株予約権付社債の主債務者としての地位を承継させ、かつ、本新株予約権に代わる新たな新

株予約権を交付させるよう最善の努力をするものとする。ただし、かかる承継及び交付については、(ⅰ)そ

の時点で適用のある法律上実行可能であり、(ⅱ)そのための仕組みが既に構築されているか又は構築可能

であり、かつ、(ⅲ)当社又は承継会社等が、当該組織再編等の全体から見て不合理な（当社がこれを判断す

る。）費用（租税を含む。）を負担せずに、それを実行することが可能であることを前提条件とする。かか

る場合、当社は、また、承継会社等が当該組織再編等の効力発生日において日本の上場会社であるよう最善

の努力をするものとする。本(1)に記載の当社の努力義務は、当社が受託会社に対して本新株予約権付社債

の発行要項に定める証明書を交付する場合、適用されない。

「承継会社等」とは、組織再編等における相手方であって、本新株予約権付社債及び／又は本新株予約権

に係る当社の義務を引き受ける会社をいう。

(2) 上記５(1)の定めに従って交付される承継会社等の新株予約権の内容は下記のとおりとする。

①新株予約権の数

当該組織再編等の効力発生日の直前において残存する本新株予約権付社債に係る本新株予約権の数と同

一の数とする。

②新株予約権の目的である株式の種類

承継会社等の普通株式とする。

③新株予約権の目的である株式の数

承継会社等の新株予約権の行使により交付される承継会社等の普通株式の数は、当該組織再編等の条件等

を勘案のうえ、本新株予約権付社債の発行要項を参照して決定するほか、下記(ⅰ)又は(ⅱ)に従う。なお、

転換価額は上記３(3)と同様の調整に服する。

(ⅰ)合併、株式交換又は株式移転の場合、当該組織再編等の効力発生日の直前に本新株予約権を行使した

場合に得られる数の当社普通株式の保有者が当該組織再編等において受領する承継会社等の普通株

式の数を、当該組織再編等の効力発生日の直後に承継会社等の新株予約権を行使したときに受領でき

るように、転換価額を定める。当該組織再編等に際して承継会社等の普通株式以外の証券又はその他

の財産が交付されるときは、当該証券又は財産の価値を承継会社等の普通株式の時価で除して得られ

る数に等しい承継会社等の普通株式の数を併せて受領できるようにする。

(ⅱ)上記以外の組織再編等の場合、当該組織再編等の効力発生日の直前に本新株予約権を行使した場合に

本新株予約権付社債権者が得られるのと同等の経済的利益を、当該組織再編等の効力発生日の直後に

承継会社等の新株予約権を行使したときに受領できるように、転換価額を定める。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及びその価額

承継会社等の新株予約権の行使に際しては、承継された本社債を出資するものとし、当該本社債の価額は、

承継された本社債の額面金額と同額とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

当該組織再編等の効力発生日（場合によりその14日後以内の日）から、上記「新株予約権の行使期間」に

定める本新株予約権の行使期間の満了日までとする。

⑥その他の新株予約権の行使の条件

承継会社等の各新株予約権の一部行使はできないものとする。

⑦承継会社等による新株予約権付社債の取得

承継会社等は、承継会社等の新株予約権及び承継された社債を本新株予約権付社債の取得と同様に取得す

ることができる。

⑧新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金

承継会社等の新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条の定めるところに従って算定された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果１円

未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とする。増加する資本準備金の額は、資本金等増加限

度額より増加する資本金の額を減じた額とする。
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⑨組織再編等が生じた場合

承継会社等について組織再編等が生じた場合にも、本新株予約権付社債と同様の取り扱いを行う。

⑩その他

承継会社等の新株予約権の行使により生じる１株未満の端数は切り捨て、現金による調整は行わない。承

継会社等の新株予約権は承継された本社債と分離して譲渡できない。

(3) 当社は、上記５(1)の定めに従い本社債及び信託証書に基づく当社の義務を承継会社等に引き受け又は承

継させる場合、本新株予約権付社債の発行要項に定める一定の場合には保証を付すほか、本新株予約権付

社債の発行要項に従う。
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②　旭硝子株式会社2014年満期ユーロ円建取得条項付転換社債型新株予約権付社債

取締役会の決議日（平成21年11月25日）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 10,000　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式（注１）

新株予約権の目的となる株式の数（株） 45,537,340（注２）　

新株予約権の行使時の払込金額 1,098円（注３）　

新株予約権の行使期間
平成21年12月28日～

平成26年10月31日（注４）

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

              発行価格　　1,098

              資本組入額　  549　

新株予約権の行使の条件 （注５）

新株予約権の譲渡に関する事項
　本新株予約権は、転換社債型新株予約権付社債に付され

たものであり、本社債からの分離譲渡はできない。

代用払込みに関する事項

　各本新株予約権の行使に際しては、当該本新株予約権に

係る本社債を出資するものとし、当該本社債の価額は、そ

の額面金額と同額とする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注６）

新株予約権付社債の残高　 50,000百万円

注　１　普通株式とは、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式である。また、単

元株式数は1,000株である。

２　本新株予約権の行使により当社が当社普通株式を交付する数は、行使請求に係る本社債の額面金額の総額を下

記３(2)記載の転換価額で除した数とする。ただし、行使により生じる１株未満の端数は切り捨て、現金による

調整は行わない。

３　(1) 各本新株予約権の行使に際しては、当該本新株予約権に係る本社債を出資するものとし、当該本社債の価額

は、その額面金額と同額とする。

(2) 転換価額は、当初、1,098円とする。

(3) 転換価額は、本新株予約権付社債の発行後、当社が当社普通株式の時価を下回る払込金額で当社普通株式

を発行し又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合、下記の算式により調整される。なお、下記の算

式において、「既発行株式数」は当社の発行済普通株式（当社が保有するものを除く。）の総数をいう。

    
既発行株式数 ＋

発行又は処分株式数 × １株当たりの払込金額

調整後転換価額 ＝ 調整前転換価額 ×
時価

既発行株式数＋発行又は処分株式数

また、転換価額は、当社普通株式の分割又は併合、一定の剰余金の配当、当社普通株式の時価を下回る価額

をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付されるものを含む。）の発

行が行われる場合その他一定の事由が生じた場合にも適宜調整される。

４　ただし、①本社債の繰上償還の場合は、償還日の東京における３営業日前の日まで（ただし、繰上償還を受けな

いことが選択された本社債に係る本新株予約権を除く。）、②本社債の買入消却がなされる場合は、本社債が消

却される時まで、また③本社債の期限の利益の喪失の場合は、期限の利益の喪失時までとする。上記いずれの場

合も、平成26年10月31日（行使請求受付場所現地時間）より後に本新株予約権を行使することはできない。

上記にかかわらず、本新株予約権付社債の発行要項に定める当社による本新株予約権付社債の取得の場合、取

得日の14日前の日から取得日までの間は本新株予約権を行使することはできない。また、当社の組織再編等を

行うために必要であると当社が合理的に判断した場合、組織再編等の効力発生日の翌日から起算して14日以内

に終了する30日以内の当社が指定する期間中、本新株予約権を行使することはできない。
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また、上記にかかわらず、本新株予約権の行使の効力が発生する日本における暦日（又は当該暦日が東京にお

ける営業日でない場合、その東京における翌営業日）が、当社の定める基準日又は社債、株式等の振替に関する

法律第151条第１項に関連して株主を確定するために定められたその他の日（以下、当社の定める基準日と併

せて「株主確定日」と総称する。）の東京における２営業日前の日（又は当該株主確定日が東京における営業

日でない場合、その東京における３営業日前の日）（同日を含む。）から当該株主確定日（又は当該株主確定

日が東京における営業日でない場合、その東京における翌営業日）（同日を含む。）までの期間に当たる場合、

本新株予約権を行使することはできない。

５　(1) 各本新株予約権の一部行使はできない。

(2) 平成25年２月１日まで（同日を含まない。）は、本新株予約権付社債権者は、ある四半期の最後の取引日に

終了する30連続取引日のうちいずれかの20取引日において、当社普通株式の終値が、当該最後の取引日に

おいて適用のある転換価額の120％を超えた場合に限って、翌四半期の初日から末日までの期間（平成25

年１月１日に開始する四半期については、同日から同年１月31日）において、本新株予約権を行使するこ

とができる。ただし、本(2)記載の本新株予約権の行使の条件は、以下①、②及び③の期間は適用されない。

　① (ⅰ)Standard & Poor's Ratings Services若しくはその承継格付機関（以下「S&P」という。）による当

社の長期優先債務若しくは本新株予約権付社債の格付（格付がなされた場合に限る。以下同じ。）がB以下

である期間、若しくは株式会社格付投資情報センター若しくはその承継格付機関（以下「R&I」という。）

による当社の長期優先債務若しくは本新株予約権付社債の格付がA以下である期間、(ⅱ)S&P若しくはR&I

により当社の長期優先債務若しくは本新株予約権付社債の格付がなされなくなった期間、又は(ⅲ)S&P若

しくはR&Iによる当社の長期優先債務若しくは本新株予約権付社債の格付が停止若しくは撤回されている

期間

　②当社が、本新株予約権付社債権者に対して、繰上償還の通知を行った以後の期間（ただし、繰上償還を受け

ないことが選択された本社債に係る本新株予約権を除く。）

　③当社が組織再編等を行うにあたり、上記４記載のとおり本新株予約権の行使を禁止しない限り、本新株予約

権付社債の発行要項に従い本新株予約権付社債権者に対し当該組織再編等に関する通知を行う日（同日

を含む。）から当該組織再編等の効力発生日（同日を含む。）までの期間

６　(1) 組織再編等が生じた場合、当社は、承継会社等（以下に定義する。）をして、本新株予約権付社債の発行要項

に従って、本新株予約権付社債の主債務者としての地位を承継させ、かつ、本新株予約権に代わる新たな新

株予約権を交付させるよう最善の努力をするものとする。ただし、かかる承継及び交付については、(ⅰ)そ

の時点で適用のある法律上実行可能であり、(ⅱ)そのための仕組みが既に構築されているか又は構築可能

であり、かつ、(ⅲ)当社又は承継会社等が、当該組織再編等の全体から見て不合理な（当社がこれを判断す

る。）費用（租税を含む。）を負担せずに、それを実行することが可能であることを前提条件とする。かか

る場合、当社は、また、承継会社等が当該組織再編等の効力発生日において日本の上場会社であるよう最善

の努力をするものとする。本(1)に記載の当社の努力義務は、当社が受託会社に対して本新株予約権付社債

の発行要項に定める証明書を交付する場合、適用されない。

　　　　「承継会社等」とは、組織再編等における相手方であって、本新株予約権付社債及び／又は本新株予約権に係

る当社の義務を引き受ける会社をいう。

(2) 上記６(1)の定めに従って交付される承継会社等の新株予約権の内容は下記のとおりとする。

①新株予約権の数

当該組織再編等の効力発生日の直前において残存する本新株予約権付社債に係る本新株予約権の数と同

一の数とする。

②新株予約権の目的である株式の種類

承継会社等の普通株式とする。

③新株予約権の目的である株式の数

承継会社等の新株予約権の行使により交付される承継会社等の普通株式の数は、当該組織再編等の条件等

を勘案のうえ、本新株予約権付社債の発行要項を参照して決定するほか、下記(ⅰ)又は(ⅱ)に従う。なお、

転換価額は上記３(3)と同様の調整に服する。

(ⅰ)合併、株式交換又は株式移転の場合、当該組織再編等の効力発生日の直前に本新株予約権を行使した

場合に得られる数の当社普通株式の保有者が当該組織再編等において受領する承継会社等の普通株

式の数を、当該組織再編等の効力発生日の直後に承継会社等の新株予約権を行使したときに受領でき

るように、転換価額を定める。当該組織再編等に際して承継会社等の普通株式以外の証券又はその他

の財産が交付されるときは、当該証券又は財産の価値を承継会社等の普通株式の時価で除して得られ

る数に等しい承継会社等の普通株式の数を併せて受領できるようにする。
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(ⅱ)上記以外の組織再編等の場合、当該組織再編等の効力発生日の直前に本新株予約権を行使した場合に

本新株予約権付社債権者が得られるのと同等の経済的利益を、当該組織再編等の効力発生日の直後に

承継会社等の新株予約権を行使したときに受領できるように、転換価額を定める。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及びその価額

承継会社等の新株予約権の行使に際しては、承継された本社債を出資するものとし、当該本社債の価額は、

承継された本社債の額面金額と同額とする。

⑤新株予約権を行使することができる期間

当該組織再編等の効力発生日（場合によりその14日後以内の日）から、上記「新株予約権の行使期間」に

定める本新株予約権の行使期間の満了日までとする。

⑥その他の新株予約権の行使の条件

承継会社等の各新株予約権の一部行使はできないものとする。また、承継会社等の新株予約権の行使は、上

記５(2)と同様の制限を受ける。

⑦承継会社等による新株予約権付社債の取得

承継会社等は、承継会社等の新株予約権及び承継された社債を本新株予約権付社債の取得と同様に取得す

ることができる。

⑧新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金

承継会社等の新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条の定めるところに従って算定された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果１円

未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とする。増加する資本準備金の額は、資本金等増加限

度額より増加する資本金の額を減じた額とする。

⑨組織再編等が生じた場合

承継会社等について組織再編等が生じた場合にも、本新株予約権付社債と同様の取り扱いを行う。

⑩その他

承継会社等の新株予約権の行使により生じる１株未満の端数は切り捨て、現金による調整は行わない。承

継会社等の新株予約権は承継された本社債と分離して譲渡できない。

(3) 当社は、上記６(1)の定めに従い本社債及び信託証書に基づく当社の義務を承継会社等に引き受け又は承

継させる場合、本新株予約権付社債の発行要項に定める一定の場合には保証を付すほか、本新株予約権付

社債の発行要項に従う。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

 発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

 資本準備金
増減額
(百万円)

 資本準備金
残高
(百万円)

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 1,186,705 － 90,873 － 91,164

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

　

①【発行済株式】

平成22年９月30日現在 

 区分  株式数（株）  議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式  　　　　　　　　　  －  　　　　　　　　 　 －  　　　　　　　　　　  　－

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　　　　　  －                      －  　　　　　　　　　  　　－

 議決権制限株式（その他）  　　　　　　　　 　 －  　　　　　　　 　 　－  　　　　　　　　　  　　－

 完全議決権株式（自己株式等）

 （自己保有株式）

 普通株式　  19,189,000
 　　　　　　　　  　－

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あります。また、単元株式数は

1,000株であります。

 （相互保有株式）

 普通株式　　 　244,000
 　　　　　　　　 　 －  同上

 完全議決権株式（その他）
 普通株式

 　　　 　1,159,908,000
              1,159,908  同上

 単元未満株式  普通株式     7,364,905 　　　　　　　　　  －  同上

 発行済株式総数           1,186,705,905 　　　　　　　　　  －  　　　　　　　　　  　  －

 総株主の議決権  　　　　　 　　　　 －               1,159,908 　　　　　　　　  　  　－

　注　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式及び相互保有株式が次のとおり含まれております。

　　自己保有株式　　　　　　　　　　　　269株

　　相互保有株式　　共栄商事株式会社　　703株

　　　　　　　　　　谷口硝子株式会社　　591株 

 

②【自己株式等】

平成22年９月30日現在

 所有者の氏名又は
 名称

 所有者の住所
 自己名義所有
 株式数（株）

 他人名義所有
 株式数（株）

 所有株式数の
 合計（株）

 発行済株式総数に
 対する所有株式数
 の割合（％）

 （自己保有株式）

 旭硝子株式会社

 東京都千代田区有楽町

 一丁目12番１号

    

19,189,000
－

    

19,189,000
1.62

 （相互保有株式）

 共栄商事株式会社 

 東京都大田区南蒲田

 二丁目16番１号 

       

244,000
－

       

244,000
0.02

 計  　　　　　　　　　 －
    

19,433,000
－

    

19,433,000
1.64
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 979 978 1,068 1,130 1,136 996 910 925 911

最低(円) 875 852 873 1,038 902 837 788 816 818

　注　株価は、東京証券取引所市場第一部の市場相場によるものであります。 

３【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までに役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成22

年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なりました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 93,419 83,953

受取手形及び売掛金 230,122 225,480

有価証券 45,000 20,000

商品及び製品 74,756 77,647

仕掛品 39,309 34,604

原材料及び貯蔵品 63,753 64,294

その他 59,973 58,166

貸倒引当金 △5,142 △5,637

流動資産合計 601,193 558,509

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 539,237 546,985

減価償却累計額 △290,464 △291,614

建物及び構築物（純額） 248,773 255,371

機械装置及び運搬具 1,499,275 1,502,079

減価償却累計額 △1,031,401 △1,039,679

機械装置及び運搬具（純額） 467,873 462,399

その他 101,245 103,252

減価償却累計額 △84,357 △84,521

その他（純額） 16,888 18,731

土地 81,387 83,601

建設仮勘定 66,232 108,182

有形固定資産合計 881,155 928,285

無形固定資産

のれん ※3
 14,134

※3
 15,752

その他 17,969 20,461

無形固定資産合計 32,103 36,213

投資その他の資産

投資有価証券 175,378 199,816

その他 65,399 61,141

貸倒引当金 △2,810 △2,090

投資その他の資産合計 237,967 258,867

固定資産合計 1,151,226 1,223,366

資産合計 1,752,419 1,781,875
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 120,842 129,237

短期借入金 40,698 64,046

コマーシャル・ペーパー 6,936 1,498

1年内償還予定の社債 8,583 3,167

未払法人税等 50,049 17,789

引当金 18,580 13,991

その他 104,241 105,852

流動負債合計 349,933 335,583

固定負債

社債 156,427 165,152

新株予約権付社債 100,000 100,000

長期借入金 202,772 263,483

退職給付引当金 61,005 64,265

特別修繕引当金 4,935 7,230

その他の引当金 4,686 7,137

その他 29,147 30,709

固定負債合計 558,975 637,979

負債合計 908,908 973,563

純資産の部

株主資本

資本金 90,873 90,873

資本剰余金 96,961 96,961

利益剰余金 735,028 648,939

自己株式 △21,231 △21,152

株主資本合計 901,632 815,622

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 30,752 42,593

繰延ヘッジ損益 △532 △299

為替換算調整勘定 △140,680 △103,032

評価・換算差額等合計 △110,460 △60,738

新株予約権 1,270 992

少数株主持分 51,069 52,436

純資産合計 843,511 808,312

負債純資産合計 1,752,419 1,781,875
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 820,265 960,610

売上原価 605,515 624,974

売上総利益 214,750 335,636

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 37,043 －

給料手当及び賞与 48,592 －

退職給付引当金繰入額 4,527 －

研究開発費 34,178 －

その他 51,115 －

販売費及び一般管理費合計 175,456 ※1
 165,843

営業利益 39,293 169,792

営業外収益

受取利息 1,333 954

受取配当金 2,024 1,545

為替差益 6,249 1,382

持分法による投資利益 － 2,011

その他 6,172 1,992

営業外収益合計 15,780 7,886

営業外費用

支払利息 8,081 4,773

持分法による投資損失 486 －

その他 6,100 3,221

営業外費用合計 14,668 7,994

経常利益 40,404 169,683

特別利益

固定資産売却益 723 1,260

投資有価証券売却益 － 1,136

負ののれん発生益 － 1,042

その他 384 1,027

特別利益合計 1,108 4,467

特別損失

固定資産除却損 3,591 2,628

減損損失 9,624 191

事業構造改善費用 ※2
 21,667

※2
 2,630

その他 1,503 2,483

特別損失合計 36,387 7,933

税金等調整前四半期純利益 5,125 166,217

法人税等 10,193 52,343

少数株主利益又は少数株主損失（△） △271 4,431

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,796 109,442
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 303,738 318,829

売上原価 211,806 208,350

売上総利益 91,931 110,478

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 13,279 －

給料手当及び賞与 16,423 －

退職給付引当金繰入額 1,547 －

研究開発費 11,978 －

その他 16,868 －

販売費及び一般管理費合計 60,098 ※1
 55,586

営業利益 31,833 54,891

営業外収益

受取利息 362 306

受取配当金 165 194

為替差益 1,316 4,111

持分法による投資利益 307 535

その他 361 436

営業外収益合計 2,513 5,584

営業外費用

支払利息 2,309 1,484

その他 878 1,747

営業外費用合計 3,188 3,232

経常利益 31,158 57,243

特別利益

固定資産売却益 527 695

投資有価証券評価損戻入益 180 －

負ののれん発生益 － 644

その他 122 114

特別利益合計 831 1,454

特別損失

固定資産除却損 948 1,380

事業構造改善費用 ※2
 3,381

※2
 2,210

その他 80 501

特別損失合計 4,410 4,092

税金等調整前四半期純利益 27,579 54,604

法人税等 8,552 17,755

少数株主利益 1,611 1,772

四半期純利益 17,416 35,077
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,125 166,217

減価償却費 100,441 81,998

減損損失 9,624 191

のれん償却額 1,105 1,035

引当金の増減額（△は減少） △4,242 △130

受取利息及び受取配当金 △3,357 △2,499

支払利息 8,081 4,773

為替差損益（△は益） △5,872 3,999

持分法による投資損益（△は益） 486 △2,011

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 506 △1,090

固定資産除売却損益（△は益） 2,868 1,367

売上債権の増減額（△は増加） △7,897 △14,619

たな卸資産の増減額（△は増加） 41,851 △10,157

仕入債務の増減額（△は減少） △48,158 △1,397

その他 5,520 2,982

小計 106,084 230,658

利息及び配当金の受取額 4,647 3,846

利息の支払額 △8,248 △4,895

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,444 △18,061

営業活動によるキャッシュ・フロー 98,038 211,548

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △17,838 △24,039

定期預金の払戻による収入 33,156 23,408

固定資産の取得による支出 △105,887 △83,511

固定資産の売却による収入 1,506 2,267

投資有価証券の取得による支出 △180 △1,231

投資有価証券の売却及び償還による収入 182 2,571

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 115

その他 △5,006 △254

投資活動によるキャッシュ・フロー △94,068 △80,672

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの増減
額（△は減少）

△117,061 1,235

長期借入れによる収入 126,713 369

長期借入金の返済による支出 △25,602 △66,606

社債の発行による収入 72,464 －

社債の償還による支出 △34,743 △2,729

自己株式の取得による支出 △72 △95

配当金の支払額 △23,352 △23,350

その他 △1,245 △2,665

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,899 △93,842

現金及び現金同等物に係る換算差額 581 △2,187

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,652 34,847

現金及び現金同等物の期首残高 59,772 95,869

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 61,424

※1
 130,716
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （１）連結範囲の変更

　連結子会社は、第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社が新社

を設立したことにより１社を連結の範囲に含め、清算結了などにより５社を

連結の範囲から除外しております。第２四半期連結会計期間においては、連結

財務諸表提出会社が新社を設立したことなどにより、３社を連結の範囲に含

めております。また、当第３四半期連結会計期間において、当社の関連会社の

株式を追加取得したことにより１社を連結の範囲に含め、清算結了などによ

り２社を連結の範囲から除外しております。

（２）変更後の連結子会社の数

　　176社

２．持分法の適用に関する事項の変更 持分法適用関連会社　

（１）持分法適用関連会社の変更

　第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社が新たに株式を取得し

たため、１社を持分法適用の範囲に含めております。また、当第３四半期連結

会計期間において、当社の関連会社の株式を追加取得し子会社としたことか

ら、１社を持分法適用の範囲から除外しております。

（２）変更後の持分法適用関連会社の数

　　26社

３．会計処理基準に関する事項の変更 （１）完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係わる収益の計上基準については、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を

第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原

価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間における営業利益、経常利益、税金等調整前

四半期純利益及びセグメント情報への影響はありません。

　 （２）有形固定資産の減価償却方法の変更

　有形固定資産の減価償却の方法については、従来、国内では主として定率法、

海外では主として定額法によっておりましたが、グループ内の会計処理の統

一を図るために、第１四半期連結会計期間より国内においても主として定額

法へ変更しました。

　これに伴い、当第３四半期連結累計期間の減価償却費は17,725百万円減少

し、営業利益が17,538百万円、経常利益が17,722百万円及び税金等調整前四半

期純利益が17,725百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。　

　 （３）企業結合に関する会計基準等の適用

　第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基

準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の一

部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会

計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）、「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第

10号　平成20年12月26日）を適用しております。　
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

　（四半期連結損益計算書関係）

１　前第３四半期連結累計期間において販売費及び一般管理費は、適当と認められる費目に分類し掲記しておりました

が、当第３四半期連結累計期間では四半期連結損益計算書の一覧性を高めるため、「販売費及び一般管理費」として一

括して掲記する方法に変更しました。なお、主要な費目及びその金額は「注記事項」（四半期連結損益計算書関係）に

記載しております。

２　前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「投資有価証券売却益」

は、当第３四半期連結累計期間において、金額的重要性が増したため区分掲記しております。なお、前第３四半期連結累

計期間の「その他」に含まれている「投資有価証券売却益」は３百万円であります。　

　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結会計期間において販売費及び一般管理費は、適当と認められる費目に分類し掲記しておりましたが、

当第３四半期連結会計期間では四半期連結損益計算書の一覧性を高めるため、「販売費及び一般管理費」として一括し

て掲記する方法に変更しました。なお、主要な費目及びその金額は「注記事項」（四半期連結損益計算書関係）に記載し

ております。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１. たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、主として、実地棚

卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法によ

り算定する方法によっております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２. 繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に

は、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっており、前連結会計年度以降に経営環境等に著し

い変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合

には、将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を

加味したものを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１．税金費用の計算 　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果となる場合には、税金等調整前四半期純利益に一時差異等に該当しな

い重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。 な

お、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

 １　受取手形裏書譲渡高は次のとおりであります。  １　受取手形裏書譲渡高は次のとおりであります。

受取手形裏書譲渡高 2,549百万円

 

受取手形裏書譲渡高 1,271百万円

 

 ２　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し次の

とおり保証等を行っております。括弧内は保証予約等の

金額で内数であります。

 ２　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し次の

とおり保証等を行っております。括弧内は保証予約等の

金額で内数であります。

ひびき灘開発 413百万円

 （413百万円）

その他 179百万円

 （16百万円）

計 592百万円

 （430百万円）

 

ひびき灘開発 584百万円

 （584百万円）

その他 232百万円

 （19百万円）

計 817百万円

 （604百万円）

 

 ※３　のれん及び負ののれんの表示

　のれん及び負ののれんは、相殺表示をしております。

相殺前の金額は次のとおりであります。

 ※３　のれん及び負ののれんの表示

　のれん及び負ののれんは、相殺表示をしております。

相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 18,013百万円

負ののれん 3,878百万円

差引 14,134百万円

 

のれん 19,872百万円

負ののれん 4,120百万円

差引 15,752百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

　１　　　　　　　　―――――― ※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

運送費及び保管費　　　　　　　　　42,803百万円

給料手当及び賞与　　　　　　　　　42,716百万円

退職給付引当金繰入額　　　　　　　 4,355百万円

研究開発費　　　　　　　　　　　　29,093百万円　

※２　事業構造改革のための一部の事業整理に伴う損失を

計上したものであります。　

※２　事業構造改革のための一部の事業整理に伴う損失を

計上したものであります。

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　１　　　　　　　　――――――　 ※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりです。

運送費及び保管費　　　　　　　　　13,383百万円

給料手当及び賞与　　　　　　　　　14,207百万円

退職給付引当金繰入額　　　　　　 　1,461百万円

研究開発費　 　　　　　　　 　　　10,410百万円　

※２　事業構造改革のための一部の事業整理に伴う損失を

計上したものであります。　

※２　事業構造改革のための一部の事業整理に伴う損失を

計上したものであります。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 69,860百万円

その他の流動資産に含まれる

短期貸付金（現先） 2,997百万円

計 72,858百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △11,433百万円

現金及び現金同等物 61,424百万円

 

現金及び預金勘定 93,419百万円

有価証券（譲渡性預金） 45,000百万円

その他の流動資産に含まれる

短期貸付金（現先） 4,048百万円

計 142,468百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △11,751百万円

現金及び現金同等物 130,716百万円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年９月30日）

 

１　発行済株式の種類及び総数

　　  普通株式　　1,186,705千株 

 

２　自己株式の種類及び株式数 

　　  普通株式　　　 19,202千株

 

３　新株予約権等に関する事項 

　　  ストックオプションとしての新株予約権 

　　　  新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　提出会社（親会社） 1,270百万円　 

 

４　配当に関する事項 

　　配当金支払額 

 （決議）  株式の種類
 配当金の総額

（百万円）

１株当たり　　　　

配当額（円）
 基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年３月30日

定時株主総会 
普通株式  9,340  8.00

 平成21年　

12月31日

 平成22年　　　

３月31日
 利益剰余金

平成22年８月５日

取締役会 
普通株式  14,010  12.00

 平成22年　

６月30日

 平成22年　　　

９月８日
 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自  平成21年７月１日　至  平成21年９月30日）

 
ガラス
（百万円）

電子・ディ
スプレイ
（百万円）

化学
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 134,437102,26759,4247,608303,738 － 303,738

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
711 169 749 9,23510,866(10,866) －

計 135,148102,43760,17416,844314,605(10,866) 303,738

営業利益又は営業損失(△) △6,72739,056△950 568 31,947(114) 31,833

注   １　  事業区分の方法 

事業区分は、製造方法及び販売市場の類似性に基づいております。

２　  各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

ガラス 板ガラス、自動車用ガラス、建築用材料等

電子・ディスプレイ
電子部品、ＦＰＤ用（液晶、ＰＤＰ等）ガラス基板、

ブラウン管用ガラスバルブ等

化学 苛性ソーダ、塩素製品、フッ素樹脂、イオン交換膜等

その他 煉瓦製品等

　

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日　至  平成22年９月30日）

 
ガラス
（百万円）

電子・ディ
スプレイ
（百万円）

化学
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 140,028104,83465,0048,962318,829 － 318,829

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
736 332 772 10,24612,087(12,087) －

計 140,764105,16665,77619,209330,916(12,087) 318,829

営業利益 6,14343,2634,692 813 54,913 (22) 54,891

注   １　  事業区分の方法

事業区分は、製造方法及び販売市場の類似性に基づいております。

２　  各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

ガラス 板ガラス、自動車用ガラス、太陽電池用ガラス、建築用材料等

電子・ディスプレイ 電子部品、ＦＰＤ用（液晶、ＰＤＰ等）ガラス基板等

化学 苛性ソーダ、塩素製品、フッ素樹脂、イオン交換膜等

その他 セラミックス製品等
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前第３四半期連結累計期間（自  平成21年１月１日　至  平成21年９月30日）

 
ガラス
（百万円）

電子・ディ
スプレイ
（百万円）

化学
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 377,901256,263167,47618,623820,265 － 820,265

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,684 486 2,00630,98635,163(35,163) －

計 379,585256,750169,48249,610855,429(35,163) 820,265

営業利益又は営業損失(△) △35,89880,371△6,667 1,30939,116 177 39,293

注   １　  事業区分の方法

事業区分は、製造方法及び販売市場の類似性に基づいております。

２　  各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

ガラス 板ガラス、自動車用ガラス、建築用材料等

電子・ディスプレイ
電子部品、ＦＰＤ用（液晶、ＰＤＰ等）ガラス基板、

ブラウン管用ガラスバルブ等

化学 苛性ソーダ、塩素製品、フッ素樹脂、イオン交換膜等

その他 煉瓦製品等

　

３　　会計処理基準に関する事項の変更

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．(1)に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公

表分　企業会計基準委員会）を適用しております。これに伴い、当第３四半期連結累計期間のガラス事業の

営業損失が1,056百万円増加、電子・ディスプレイ事業の営業利益が901百万円減少、化学事業の営業損失

が1,454百万円増加、その他事業の営業利益が59百万円減少、消去又は全社の営業利益が436百万円減少し

ております。

４　　有形固定資産の耐用年数の変更

　「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正（所得税法等の一部を改正す

る法律　平成20年４月30日法律第23号）を契機に、実態に即して有形固定資産の耐用年数を見直しました。

これに伴い、当第３四半期連結累計期間のガラス事業の営業損失が124百万円増加、電子・ディスプレイ事

業の営業利益が7,753百万円減少、化学事業の営業損失が791百万円増加、その他事業の営業利益が403百万

円減少、消去又は全社の営業利益が35百万円増加しております。
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当第３四半期連結累計期間（自  平成22年１月１日　至  平成22年９月30日）

 
ガラス
（百万円）

電子・ディ
スプレイ
（百万円）

化学
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 423,810328,145187,85820,796960,610 － 960,610

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,395 907 2,23932,99038,533(38,533) －

計 426,206329,053190,09753,786999,143(38,533) 960,610

営業利益 13,704145,3719,208 1,606169,890 (98) 169,792

注   １　  事業区分の方法

事業区分は、製造方法及び販売市場の類似性に基づいております。

２　  各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

ガラス 板ガラス、自動車用ガラス、太陽電池用ガラス、建築用材料等

電子・ディスプレイ 電子部品、ＦＰＤ用（液晶、ＰＤＰ等）ガラス基板等

化学 苛性ソーダ、塩素製品、フッ素樹脂、イオン交換膜等

その他 セラミックス製品等

　

３　　有形固定資産の減価償却方法の変更

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．（２）に記載の通り、有形固

定資産の減価償却の方法については、従来、国内では主として定率法、海外では主として定額法によってお

りましたが、グループ内の会計処理の統一を図るために、第１四半期連結会計期間より国内においても主

として定額法へ変更しました。これに伴い、当第３四半期連結累計期間のガラス事業の営業利益が3,783百

万円増加、電子・ディスプレイ事業の営業利益が9,285百万円増加、化学事業の営業利益が4,320百万円増

加、その他事業の営業利益が149百万円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自  平成21年７月１日　至  平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1) 外部顧客に対する売

上高
124,947102,45717,46758,866　 303,738 － 303,738

(2) セグメント間の内部

売上高
45,28811,3332,100 696 59,419(59,419) －

計 170,235113,79119,56859,563363,157(59,419) 303,738

営業利益又は営業損失

(△)
12,73922,716△3,240△1,12931,086 747 31,833

注  １　 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２　 本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国、カナダ

ヨーロッパ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、イギリス、ロシア

　

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日　至  平成22年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1) 外部顧客に対する売

上高
139,108106,33518,37255,013　 318,829 － 318,829

(2) セグメント間の内部

売上高
53,97013,2842,023 2,33471,613(71,613) －

計 193,078119,62020,39657,347390,442(71,613) 318,829

営業利益又は営業損失

(△)
31,40222,601△1,852 3,00255,154 (262) 54,891

 注  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２　本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国

ヨーロッパ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、イギリス、ロシア
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前第３四半期連結累計期間（自  平成21年１月１日　至  平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1) 外部顧客に対する売

上高
332,706267,68148,616171,260820,265 － 820,265

(2) セグメント間の内部

売上高
121,82429,2718,567 3,047162,711(162,711) －

計 454,531296,95357,184174,308982,976(162,711) 820,265

営業利益又は営業損失

(△)
510 57,129△10,576△7,63039,432 (139) 39,293

　 注  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国または地域 

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国、カナダ

ヨーロッパ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、イギリス、ロシア

３　会計処理基準に関する事項の変更

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．(1)に記載のとおり、第１四半期

連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分　

企業会計基準委員会）を適用しております。これに伴い、当第３四半期連結累計期間における「日本」のセグ

メントの営業利益が、3,909百万円減少しております。

４　有形固定資産の耐用年数の変更

　「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する

法律　平成20年４月30日法律第23号）を契機に、実態に即して有形固定資産の耐用年数を見直しました。これ

に伴い、当第３四半期連結累計期間における「日本」のセグメントの営業利益が、9,037百万円減少しており

ます。

 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年１月１日　至  平成22年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1) 外部顧客に対する売

上高
400,544330,26159,618170,185960,610 － 960,610

(2) セグメント間の内部

売上高
181,25336,8076,516 4,493229,071(229,071) －

計 581,798367,06966,135174,6781,189,681(229,071) 960,610

営業利益又は営業損失

(△)
104,52964,611△4,117 4,609169,633 158 169,792

　 注  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国

ヨーロッパ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、イギリス、ロシア

３　有形固定資産の減価償却方法の変更

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．（２）に記載の通り、有形固定資

産の減価償却の方法については、従来、国内では主として定率法、海外では主として定額法によっておりまし

たが、グループ内の会計処理の統一を図るために、第１四半期連結会計期間より国内においても主として定額

法へ変更しました。これに伴い、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、「日本」のセグメントにおいて

17,538百万円増加しております。
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【海外売上高】

　　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 アジア アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 108,544 18,417 58,951 3,030 188,943

Ⅱ　連結売上高（百万円）     303,738

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
35.7 6.1 19.4 1.0 62.2

注　１　  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２　  本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国、カナダ

ヨーロッパ ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、ロシア

その他の地域：オセアニア、中近東、アフリカ

３　  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

 アジア アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 117,517 20,194 55,970 4,041 197,723

Ⅱ　連結売上高（百万円）     318,829

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
36.9 6.3 17.6 1.2 62.0

注　１　  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２　  本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国

ヨーロッパ ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、ロシア

その他の地域：オセアニア、中近東、アフリカ

３　  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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　　前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

 アジア アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 286,357 50,336 172,323 9,192 518,209

Ⅱ　連結売上高（百万円）     820,265

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
34.9 6.1 21.0 1.2 63.2

注　１　  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２　  本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国、カナダ

ヨーロッパ ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、ロシア

その他の地域：オセアニア、中近東、アフリカ

３　  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

　　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

 アジア アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 364,612 60,597 171,372 10,754 607,337

Ⅱ　連結売上高（百万円）     960,610

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
38.0 6.3 17.8 1.1 63.2

注　１　  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　  本邦以外の区分に属する主な国または地域

アジア ：インドネシア、シンガポール、タイ、台湾、中国、韓国

アメリカ ：米国

ヨーロッパ ：ベルギー、オランダ、イタリア、スペイン、チェコ、ドイツ、フランス、ロシア

その他の地域：オセアニア、中近東、アフリカ

３　  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

1.　ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　　販売費及び一般管理費　　271百万円

　

　2.　当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　

 
平成22年７月

ストック・オプション
（株式報酬型）　

平成22年９月
ストック・オプション

（通常型）　

 付与対象者の区分及び数
 当社取締役　４名

 当社執行役員　21名

 当社従業員　35名

 当社連結子会社取締役　２名

 当社連結子会社従業員　６名　

 ストック・オプション数

 （注１）
 普通株式　432,000株  普通株式　205,000株

 付与日  平成22年７月１日  平成22年９月１日

 権利確定条件  （注２）

 付与日(平成22年９月１日）以降、権利確定

日(平成25年８月31日)まで継続して勤務し

ていること

 対象勤務期間  定めはありません
 ３年間(自平成22年９月１日至平成25年８

月31日)

 権利行使期間
 30年間(自平成22年７月２日至平成52年７

月１日)（注２）

 ６年間(自平成25年９月１日至平成31年８

月31日)

 権利行使価格（円） 1 862

 付与日における公正な評価

　　　　　　単価（円）
620 240

　注１　株式数に換算して記載しております。

　注２　権利確定条件及び権利行使期間

　　　　 新株予約権者は、上記の権利行使期間内において、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位をも喪失した日

　　　　 の翌日から10年間に限り新株予約権を行使できる。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 677.66円 １株当たり純資産額 646.53円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額(△)

　

△4.11円 １株当たり四半期純利益金額

　

93.74円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額　
86.93円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額
 　　　　　　　　　　　　    　  　　　　　　　　　　　　    　

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
△4,796　　　 109,442　　　

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）　（百万円）
△4,796 109,442

期中平均株式数（千株） 1,167,633 1,167,534

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） － 91,482

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

　

EDINET提出書類

旭硝子株式会社(E01122)

四半期報告書

56/61



前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14.92円 １株当たり四半期純利益金額 30.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期　純

利益金額
14.90円

潜在株式調整後１株当たり四半期　純

利益金額
27.85円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額　  　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　    

四半期純利益（百万円） 17,416　 35,077　

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 17,416 35,077

期中平均株式数（千株） 1,167,615 1,167,509

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 1,253 91,798

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

 

　　　　　　　　－

 

　　　　　　　　－

　

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　当社は、平成22年10月６日開催の取締役会において、当社の連結子会社である韓国電気硝子株式会社の普通株式を公開買

付けにより取得することを決議しました。

この決議に基づく公開買付けの結果、当社は下記の通り韓国電気硝子株式会社の普通株式を取得いたしました。

　

１．公開買付けの内容

　１）対象者名　韓国電気硝子株式会社

　２）買付け等に係る株券等の種類　普通株式

　３）公開買付け期間　平成22年10月８日から平成22年10月27日まで（20日間）

　

２．買付け等の結果

　１）買付け株数  3,584,009株

　２）買付け後における株券等所有割合　95.87％

　３）買付け価格　普通株式１株につき55,000ウォン
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２【その他】

　平成22年８月５日開催の取締役会において、中間配当の実施に関し決議しました。詳細については、「第５経理の状

況、１．四半期連結財務諸表、注記事項、（株主資本等関係）」に記載しております。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

旭硝子株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　輝夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　巌　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 乗松　敏隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭硝子株式会社の平

成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭硝子株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報　

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、当連結会計年度の第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月12日

旭硝子株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　輝夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　巌　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 乗松　敏隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭硝子株式会社の平

成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭硝子株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は、当連結会計年度

の第１四半期連結会計期間より、国内における有形固定資産の減価償却の方法を主として定率法から、主として定額法へ変

更している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

 　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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